
三
、
鶴
岡
八
幡
宮 

松
坡
先
生
が
鎌
倉
に
居
を
移
し
て
数
年
後
の
新
年
の
作
の
一
節
に
「
近
賃
蝸
盧
且
適

宜 

衡
門
斜
對
鶴
陵
祠
（
近
く
は
蝸
盧
を
賃 か

り
、
且
く
宜
に
適
い
、
衡
門

こ
う
も
ん

は
斜
め
に
鶴
陵

の
祠
に
対
す
）」
と
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
で
の
借
家
が
鶴
岡
八
幡
宮
に
斜
め
に
向
か
っ
て
い

た
と
い
う
の
で
す
。
先
生
の
当
時
の
借
家
が
ど
の
辺
り
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
現

在
のiza

鎌
倉
、
或
い
は
扇
ケ
谷
の
寿
福
寺
の
近
く
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
確
か
に
八

幡
宮
に
対
し
て
斜
め
で
す
。
鶴
岡
八
幡
宮
を
詠
ん
だ
先
生
の
作
は
い
く
つ
か
あ
り
、
詩
軸

に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
（
逗
子
開
成
学
園
蔵
）。 

松
坡
先
生
と
鶴
岡
八
幡
宮
と
の
関
係
が
深
ま
る
と
、
先
生
は
作
品
を
奉
納
す
る
に
い
た

り
ま
す
。
鎌
倉
に
住
ん
だ
画
家
大
橋
康
邦

や
す
く
に

に
、
鎌
倉
の
十
二
の
名
勝
を
描
い
た
連
作
が

何
種
か
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
（1

9
3
5

）
年
七
月
、
康
邦
の
十
二
図
に
松
坡
先
生
が
漢
詩

を
添
え
て
、
陸
軍
大
将
南
次
郎
の
題
字
を
得
て
「
鎌
倉
十
二
景
圖
卷
」（
二
巻
）
と
し
て

装
し
た
作
品
が
、
大
橋
康
邦
・
田
辺
松
坡
の
連
名
で
献
納
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
市
中
央

図
書
館
に
は
、
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
記
念
写
真
が
あ
り
ま
す
。
写
っ
て

い
る
の
は
、
大
橋
康
邦
、
田
辺
松
坡
、
南
次
郎
、
八
幡
宮
宮
司
の
四
人
で
す
。
昨
年

（2
0
2
3

）
暮
に
は
そ
の
図
巻
が
現
在
も
八
幡
宮
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。 

 

毎
年
八
月
、
立
秋
の
前
日
か
ら
三
日
間
（
年
に
よ
り
四
日
間
）、
八
幡
宮
で
「
ぼ
ん
ぼ

り
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
。
昭
和
十
三
（1

9
3
8

）
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松

坡
先
生
は
そ
の
第
一
回
ぼ
ん
ぼ
り
祭
に
漢
詩
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
奉
納
品
は
現
在
も



八
幡
宮
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
清
書
原
稿
が
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

神
域
森
厳
紫
翠
堆 

 
 

神
域
森
厳
と
し
て 

紫
翠

堆
う
ず
た
か

し 

 
 

廟
門
高
聳
鬱
崖
嵬 

 
 

廟
門
高
く
聳
え 

鬱
崖 

嵬 か
い

た
り 

 
 

階
前
稽
顙
群
男
女 

 
 

階
前
に
稽
顙

け
い
そ
う

す 

群
な
す
男
女 

 
 

一
意
齋
祈
戦
勝
来 

 
 

一
意
に
齋
祈
す 

戦
勝
の
来
た
ら
ん
こ
と
を 

 
 

 
 

 
 

 

田
邊
新 

拝
具 

 

「
稽
顙
」
の
「
顙
」
は
上
額
部
の
こ
と
で
、「
稽
顙
」
は
額
を
地
面
に
付
け
て
礼
を
す

る
こ
と
で
す
。
昭
和
十
三
年
夏
と
言
え
ば
、
前
年
か
ら
の
日
中
戦
争
が
二
進
も
三
進
も

い
か
な
く
な
り
、
五
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
返
上
を
決
め
た
直
後
で
し
た
。
神
前

で
多
く
の
参
詣
者
が
額
を
地
面
に
こ
す
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
「
戦
勝
の
来
た
ら
ん
こ

と
」
を
一
意
に
祈
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
松
坡
先
生
は
以
後
、
昭
和
十
四
、
十

五
、
十
六
、
十
八
年
の
ぼ
ん
ぼ
り
祭
に
も
漢
詩
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
先
生
の

次
男
田
辺
至
も
戦
後
十
回
、
十
五
点
の
画
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
納
漢
詩
の
清
書
原
稿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
蔵
） 


